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 社会のあらゆる場面での男女平等推進は、

自治労がめざす「働く事を軸とする安心社会」

の実現に欠かせないものです。都本部女性部

は、2014 年 11 月 29 日(土)に中野サンプラザ

にて第 23回定期総会を開催します。それに先

立ち、下記のように女性委員会を行い、総会

の開催と方針案への意見を求めます。女性委

員会には各単組から１名以上ご参加下さい。 

 なお、方針案の下線は昨年から変更がある

部分です。 
第１号議案 

2015 年度女性部運動方針（案） 
Ⅰ １年の取り組みを振り返って 

 都本部女性部は 2014 年度も｢男女平等社会

の実現｣をめざし、男女平等統一闘争を通年闘

争として位置付け、各単組･支部との情報交換

及び交流を図り、女性の権利確立、組織強化

を進めるための取り組みを基本とし基本組織

とともに取り組んできました。 

(１) 男女が共に働きやすい職場環境と

労働条件の整備にむけた取り組み 

① 自治労女性部は「女性の働く権利強化月

間」の取り組みで「年休・生休アンケート」

を実施しています。都本部では回答単組が少

ない事もあり、実態把握及び情報提供が出来

ていないのが現状です。ほとんどの単組で女

性部が無く、対象人数も数百名単位のため、

実施そのものに困難が伴うという現状があり

ますが、女性組合員の実情、悩みなど等を取

りまとめ、要求、交渉、労働条件改善へと繋

げていくためにも、アンケートを数年おきに

でも定期的に実施し把握していくことが必要

です。 
② 次世代育成支援対策推進法が 2025 年ま

で延長されました。特定事業主行動計画につ

いて、計画の点検と検証、計画達成への具体

策を労働組合から提言し、子育て支援だけで

ない全労働者の労働時間短縮、男女平等社会

実現の課題とリンクさせることが必要です。 

③ 自治労は男女平等課題を重要課題として

捉え通年課題として取り組み、６月を「男女

平等推進月間」としています。 
 都本部では「第 13次男女平等推進闘争」と

して次の７つを重点課題とし、主に市町職単

組で統一要求書の提出、交渉、文書確認に取

り組みました。詳細については後述の「男女

が共に担う自治労運動、男女平等推進闘争」

に記載します。 
④ セクシュアル・ハラスメントの課題は人

権の問題と同時に快適な職場環境を確保する

という立場で労働安全衛生活動の中でも取り

組んできました。2007 年４月施行の改正男女
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2014 年度女性部女性委員会 

日 時 2014 年 11 月 5 日（水） 

場 所 都本部会議室 

学習会 「第 13 次都本部男女平等推進闘争報

告」石井都本部書記次長 

議 題 第 23 回都本部女性部定期総会（11

月 29 日中野サンプラザ）開催 他 

※参加は原則女性。役員以外でも参加可能、

男性が参加する場合は女性組合員をご同伴下

さい。 
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雇用機会均等法では、事業主に防止が義務付

けられ、厚生労働省からは、全国労働基準監

督署あてにセクシュアル・ハラスメントを原

因として発病した精神障害は労働災害である

ことを周知する通知が出されています。 
⑤ 公営競技、公共サービス、臨時・非常勤

の仲間の多くは女性であり、彼女たちの労働

条件の向上は女性の地位向上につながります。

女性部は公営競技、公共サービス、臨時・非

常勤の仲間と連帯し、職場に格差を持ち込ま

せない運動、均等待遇の確立に取り組むため、

それぞれの仲間から常任委員を選出しました。 

⑥ 八王子市の嘱託職員は産休は取得できま

すが、更新年度をまたいで取る事はできませ

んでした。具体的にいうと、３月末が契約期

限で出産予定日が４月２日だった場合、産休

を取得すると更新ができず退職に追い込まれ

ていました。しかし、八王子臨時・非常勤職

員組合は八王子市職と連携し長年の交渉を経

て運用で更新が出来るようになりました。 
この事例はマタニティ・ハラスメントの典

型です。妊娠出産は女性の当然の権利であり、

非正規職員であっても正規職員と同様に扱わ

れるべきであり、他単組も非正規職員の状況

を点検し産休の均等待遇を目指しましょう。 
 

(２) 一人ひとりが大切にされる社会制

度の実現にむけた取り組み 

① 男女雇用機会均等法が制定され25年以上

経ちました。2013 年から 2014 年にかけて均等

法の見直しが検討されましたが、結局、法の

抜本改正は見送られ、2014 年７月から、間接

差別の対象となる転居を伴う転勤要件の適用

拡大に関する省令及び指針の改正、セクシャ

ル・ハラスメント予防・徹底などの指針の改

正、コース別雇用管理区分の留意事項に関す

る通達の指針への格上げなど、省令・指針・

通達のみが改正するに留まりました。今回は

法改正ではないため、見直し年限に関する規

定が定められておらず、次の改正がいつにな

るかわからない状態です。 

そもそも抜本的な法改正に至らなかった理

由の一つには、間接差別が具体的な事例とし

てあげられなかった事があります。現状では、

異なるコース別雇用管理区分の労働者、具体

的には「総合職男子」と「一般職女子」の間

の格差は比較対象になりません。しかし、こ

れを比較可能にしなければ、男女間格差の根

本原因である、賃金格差や長時間労働はいつ

までも解消しません。均等法を職場に生かす

ためにも、間接差別の実態調査と検証、防止

策を強めていくことが必要です。 

② 都本部は「第４次男女平等推進都本部ア

クションプラン」を 2014 年 10 月に改定しま

した。アクションプランの柱は以下の 10 点で

す。 

1 各単組、地協に男女平等推進委員会を設置

し、男女平等を徹底する。  

2 単組執行部に 30％以上の女性参画と三役へ

の登用をめざす。 

3 組合の意思決定の場や政策制度に女性の参

画を推進する。 

4 クォータ制を段階的に進め、最終的には 

50%の女性参画を確保する。 

5 正規・非正規職員の格差是正に取り組む 

6 セクハラ、パワハラ、モラハラ、マタハラ

や間接差別などの課題に取り組む。 

7 都本部役員に女性を登用する、特に専従副

委員長１名を女性にすることをめざす。 
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8 女性部と連携して女性役員のネットワーク

化を進める。 

9 都本部青年部・女性部は共同企画で男女平

等推進に取り組む。 

10 都本部は単組の男女平等の取り組みに対

して支援する。 

 都本部女性部は、このアクションプランを

元に、組合内の男女比率や労働組合が男女平

等社会実現に果たす役割を模索し目指してい

きます。 

③ 2009 年８月国連女性差別撤廃委員会は、

日本の条約履行状況を審査し、60 項目に及ぶ

総括所見を公表しました。中でも対応が不十

分として、結婚可能年令の男女差や女性だけ

に課せられる待婚期間の見直し、選択的夫婦

別姓の導入など民法の差別的規定の改正を勧

告しました。永年の懸案である民法改正は、

「日本的伝統的家族観」の高い壁に阻まれ、

実現できていません。現政権下での、「性に中

立」な法制度の実現に向けた取り組みを進め

ることが必要です。 

④ 2014 年６月に都議会でいわゆる「セクハ

ラヤジ」の問題が起こりました。女性部は基

本組織と連名で、「東京都議会での女性蔑視の

セクハラヤジ発言者を特定し、都内の各議会

での人権侵害・人格無視の発言を許さない声

明」を発表し、都議会女性議員に声明を文書

として手渡すとともに意見交換を行い、問題

究明と再発防止を訴えました。 

左右とも前回大会の様子 

(３) 女性部組織強化と労働組合での男

女平等参画にむけた取り組み 

① 人員削減による職場状況が厳しくなると

ともに、時間内活動が制限され、各種集会・

学習会等への参加が困難になっています。 
単組･支部代表者会議開催にあたっては、学習

会とセットでの開催、開催時間や参加資格の

工夫などを行ってきましたが、今後もより一

層の工夫が必要です。 
組織をともに担う女性部として、女性の参

画率 30％を方針とし取り組んできましたが達

成できていません。 
 都本部アクションプランに明記した女性参

画率数値目標（30％）を達成するには、各単

組・支部が「推進計画」を策定し、女性執行

委員の増員、各種会議出席への女性割当て、

女性部活動への支援・協力、さらには女性の

組合専従の実現等、職場での具体的な取り組

みを通じて女性自らが力をつけていくことが

重要です。 
② 組織強化の立場から第 18回青年女性中央

大交流集会を青年部とともに実行委員会を設

置し取り組みました。また、女性青年合同会

議を引き続き開催しています。この取組みの

成果を、確定闘争、春闘、来年の第 22回関東

甲地連青年女性夏期交流集会へとつなげてい

くことが重要です。 

③ 女性部ニュースを定期的に発行し、女性

部としての運動の共有化を図りました。 

 

(４) 平和で平等な社会を求める取り組み 

① 憲法第９条、人権条項の見直しなど改憲

策動、あらゆる差別を許さない立場を堅持し、

人権を守る取り組みをすすめていきます。 

② 本土復帰 42 年になる沖縄では、第 37 回

「5・15 平和行進」が開催されました。今年の

「5・15平和とくらしを守る県民大会」は豪雨

のため、会場を変更し、時間も短縮して行わ

れましたが、2000 人を超す参加者が集まりま
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した。山城博治実行委員長は「安倍政権の戦

争政策に抗し、沖縄県民とともに連帯して、

全国で闘っていこう」と参加者に呼びかけ、

藤本泰成平和フォーラム事務局長は、「平和憲

法を守り、非軍事的な手段で国際間の紛争な

どを解決していこう。そのために平和フォー

ラムは全力で闘っていく」と決意を示し、最

後に参加者全員で、「基地のない平和な沖縄を

実現させようとする決意と日本が再び戦争へ

の道を歩まないよう力を尽くしていくこと」

を誓い合いました。 

 普天間基地は市街地の中にあり、墜落事後

が起これば大きな被害が出るのは確実です。

普天間基地の辺野古移転も含めて、沖縄に強

いてきた犠牲を沖縄だけの問題にせず、日米

地位協定の見直しを求めていかねばなりませ

ん。 
③ 米海軍が横須賀基地に原子力空母ジョー

ジワシントンを配備して５年が経過しました。

今年も神奈川県本部の要請に応え都本部各単

組が横須賀空母化抗議、原子力空母配備撤回

を求める集会が開催されました。米国の世界

戦略・戦争政策への加担を拒否し、基地の縮

小・撤去をめざし、原子力空母の母港撤回を

求め、脱原発社会の実現に向けた運動と一体

的にすすめていきます。 
④ 人権蹂躙の窮みである日本軍「慰安婦」

問題について、2011 年８月 30日、韓国憲法裁

判所は、日本軍「慰安婦」とされた当事者が

日本政府に対し謝罪と補償を求めている訴え

に対して、韓国政府は問題解決に向けて実行

ある行動をするよう、特には日本が日韓請求

権協定で解決済みとしているということにつ

いては「立法の不作為がある」と判決を下し

ました。 

 2009 年８月国連女性差別撤廃委員会は、日

本の女性差別の現状に関する最終見解を公表

しました。その中に、日本軍「慰安婦」問題

の恒久的な解決に向けた取り組みに関する勧

告がありました。 

 しかしながら、歴史的事実を歪曲し無かっ

たものとする動きが強まっている状況です。

私たちは日本政府が国連女性差別撤廃委員会

の見解を真摯に受け止め、誠実に対応するよ

う求めていく必要があります。すべての暴力

を許さない取り組み、男女平等、女性の人権

を守る取り組み、平和を守る取り組みは一体

のものであり、改憲の動きを許さず人権と平

和を守る運動を強化、展開していかねばなり

ません。 
⑤ 「ナヌム（分かち合い）の家」（日本軍「慰

安婦」にされた方達が共同生活している家）

訪問・韓国被爆者問題の現状を学ぶスタディ

ツアーが、都本部の国際交流活動の見直しに

より、自治労都庁職福祉保健局支部単独主催

に戻りました。しかし、今年度も都本部女性

部常任委員会から１名を派遣し、日本大使館

前で毎週水曜日に行われている水曜集会に参

加しました。 

 女性の人権を守り平和を求める活動として、

今後も継続して派遣していきます。 
 

ナヌムの家にある元「慰安婦」をモチーフにした彫刻 

Ⅱ 女性をめぐる動き 

(１) 女性労働者をめぐる情勢 

 厚生労働省の労働政策審議会は「女性の活

躍推進に向けた新たな法的枠組みの構築につ

いて（報告）」の中で「日本の働く女性の現状」

を次のように報告しています。 

 「我が国の女性の雇用者数は 2,406万人とな 
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っており、雇用者全体に占める女性の割合は

43.3%となっている。その内訳を見ると、正規

雇用の女性が 1,028 万人(42.7％)、非正規雇

用の女性が 1,296 万人(53.9％)と、半数以上

が非正規雇用に就いている。(2013 年) 

 民間企業における管理職(課長級以上)に占

める女性の割合は、男女雇用機会均等法が制

定された1985年には1.4％であったのに対し、

2013 年には 7.5％と、30 年間少しずつ増加し

てきた。しかしながら、雇用者全体に占める

女性の割合が 43.3%であるのに対し、意思決定

層へ登用されている女性の水準としては著し

く低い水準となっている。国際的に見ても、

諸外国がおおむね 30％〜40％程度であるのに

対し、アジア諸国と比較しても、日本は特に

低い水準となっている。  

 年齢階級別に女性の就業率を見ていくと、

「25〜29 歳」層が最も就業率が高く(74.9％)、

「30〜34 歳」「35〜39 歳」層が 60％台半ばま

で就業率が大きく低下する「Ｍ字」カーブを

描いている。10 年前と比較し、「Ｍ字」の「底」

(=30 歳代)はだいぶ上昇してきたものの、先進

諸国と比べて未だ顕著にその状況がみられる。 

(2013 年)第 1 子出産前後の継続就業率は、正

規雇用の女性を中心に少しずつ上昇している

ものの、約 6 割の女性が、第 1 子出産を機に

退職していることが「M字」に影響を及ぼして

いると思われる。  

 雇用形態別に見ても、正規雇用のピークは、

第1子出産の平均年齢より手前の「25〜29歳」

層である。一般的に子育てが一段落する 40歳

代以降、就業率が上昇していくのは、非正規

雇用の層が年齢とともに厚くなっているため

であり、正規雇用は年齢とともに減少する。 

一方、全年齢を通じて、実際に就業できてい

ない就業を希望するという女性は 315 万人

にのぼる(2013 年)。とりわけ「Ｍ字」の底で

ある「30〜34 歳」「35〜39 歳」層の女性を中

心に、働きたいが働けていない女性が多く、

大きな潜在的労働力となっている。」  

 この報告の続きにもあるように、男女雇用

機会均等法制定から 30年経過してもなお、採

用・配置・育成等、あらゆる側面において男

女間の実質的格差が残っています。  

 自治労臨時・非常勤の組織調査によると「官

製ワーキングプアー」と呼ばれる自治体で働

く臨時・非常勤職員は約 70 万人にのぼるとい

う結果が出ました。その多くは女性であり、

彼女たちの均等待遇、均衡処遇は、喫緊の課

題です。都本部各単組では、非常勤職員の昇

給制度に取り組み、経験年数を加味した給与

制度を実現したところもあります。 

 2009年８月人事院勧告の中で「公務員人事

管理に関する報告」が出されました。その中

で特に、非常勤職員の休暇、健康診断、忌引

休暇等の対象となる職員の範囲拡大について

記述され、2009年10月１日に人事院規則15-15

が改定されました。地方公務員にも適用する

運動が求められます。 

 
(２) 自治体をめぐる情勢 

東京都をめぐる状況 

特別区をめぐる状況 

市町をめぐる状況 

臨時・非常勤職員、公共民間労働者等をめぐ

る状況 

（この章は都本部議案と同様） 

 
(３) 男女が共に担う自治労運動、男女

平等推進闘争 

① 今年から「男女平等産別統一闘争」を「男

女平等推進闘争」に名称を変更し、６月に都

本部統一闘争として行いました。男女平等推

進委員会を中心に、闘争委員会を設置し、統

一要求書の作成や集会の企画を行いました。 

 今回の「第 13 次男女平等推進闘争」では、

都・区・市の自治体単組の他に公共民間につ

いても「男女平等に関する統一要求書」を作 
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成し、次の７項目を重点課題としました。 

1 ワーク・ライフ・バランスの推進のため、

2007 年に政労使で調印された「ワーク・ライ

フ・バランス憲章」及び「行動計画」で示さ

れている数値目標達成にむけて取り組むこと。

特に、男性の育児休業・介護休暇取得の促進

のための具体策を講じること。 

2 男女共同参画社会基本法に基づく「男女共

同参画計画」、次世代育成支援対策推進法に基

づく「特定（一般）事業主行動計画」を着実

に実行し、さらなる計画の充実・改善をはか

ること。 

3 女性職員の昇任状況の改善にむけて現状の

分析を行い、超過勤務の縮減をはじめとし職

場環境の整備に取り組むこと。 

4 育児・介護休業法の一部改正、人事院規則

の改正を踏まえ、民間・国と同様の措置を講

ずること。また、出産、育児及び介護にかか

る特別休暇を改善するとともに、配偶者帯同

休業を制度化すること。 
5 あらゆるハラスメントの防止にむけた対策

を講じること。 

6 「市町村子ども・子育て支援事業計画」策

定について労使による協議を行うこと。 

7 臨時・非常勤等職員の賃金改善のため同一

価値労働・同一賃金の原則から常勤職員の時

間比例按分とし、自治体最低賃金を 168,390

円以上（日給 8,300 円以上、時給 1,080 円以

上）とすること。また、年次有給休暇、病気

休暇、生理休暇、産前産後休暇、育児時間、

子どもの看護休暇、結婚休暇、忌引休暇、夏

期休暇等の特別休暇を有給で確立すること。 

 各単組は６月４日に要求書提出、６月 19 日

回答指定日、６月 26日までを交渉ゾーンとし

６月 27 日 29 分時間内集会を配置し闘いまし

た。要求書提出は 25 単組(2013 年 22 単組)、

指標到達・妥結は７月 22 日時点で 18 単組

(2013 年 10 単組)となり共に 2013 実績を上回

りました。 

 また、統一闘争を推進するために６月４日

に都本部男女平等推進集会を開催しました。 

 杉浦浩美さん(立教大学社会福祉研究所特任

研究員)をお招きし、「マタニティ・ハラスメン

ト」をテーマとした講演と、男女平等推進統

一闘争の方針提起を行いました。 
② 女性組合員の参加と交流の活性化により、

女性の組合参画を推進するため、都本部女性

部と単組共催の女性組合員向けレクリエーシ

ョンを行いました。女性役員の担い手育成の

第一歩として、今後も各単組との継続した取

り組みが必要です。 

 

Ⅲ 活動の基調 

１．本部女性部独自要求の実現に向けて、自

治労方針、都本部方針及び「男女が共に担う

自治労第４次行動計画」「自治労都本部男女平

等推進アクションプラン第４次改定」を活動

の基本方針として運動を進めます。 

２．あらゆる問題解決や闘争の場面において、

ジェンダー・フリーの視点に立ち、バックラ

ッシュを許さず女性が安心して働き続けられ

る職場と労働条件を確立し、多様なライフス

タイルを認めあえる男女平等参画社会の実現

を目指して取り組みを進めます。 

３．基本組織の活動における男女平等参画の

推進とジェンダー課題への取り組みを補強・

強化する立場で、各単組・支部との情報交換

及び交流を進め、女性部組織強化の取り組み

を進めます。 

４．世界のあらゆる女性たちとの連携を図り、

平和で平等・対等な社会を実現する取り組み

を進めます。 

 

(１) 男女が共に担う働きやすい職場環

境と労働条件の整備に向けた取り組み 

① 「男女平等推進闘争」を通年闘争として

取り組み、女性組合員が要求の掘り起こしか

ら妥結までのプロセス全てに係わる体制を強 
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化し、全単組・支部における「男女平等に関

する労使協議の場」の設定に向けて取り組み

ます。さらに、ジェンダー平等を目指し、ジ

ェンダー分析とジェンダー監査を通じ、あら

ゆる課題に両性が参画するジェンダーの主流

化を進めます。 

② 男女用機会均等法・労働基準法・育児介

護休業法遵守の職場点検活動を推進し、臨

時・非常勤や公共サービス等の雇用形態に関

わらず、全ての女性労働者の採用から退職ま

で差別のない労働条件の整備に取り組みます。 

③ 「ワーク・ライフ・バランス」に基づき

「仕事と生活」の両立支援のための条件整備

を進めます。時間外労働の縮減、家族的責任

にかかわる休暇制度の充実と休業中の経済保

障としての有給制、各休暇制度取得による不

利益取り扱いを許さない取り組みを進めます。 

④ 子育て支援・介護関連の休暇の充実を求

め、育児・介護に家族的責任を果たせる環境

の整備に努めます。各単組の制度化の状況を

把握し情報提供していきます。 

⑤ 次世代育成支援対策推進法が 2025年まで

延長されました。特定事業主行動計画につい

て、計画の点検と検証、計画達成への具体策

を提言します。 

⑥ 子ども子育て支援新システムが2015年か

ら開始します。都本部女性部は自治労の基本

的な考え方に基づき、男女平等参画にともな

う運動として取り組みます。 

⑦ 快適な職場作りのためセクシュアル・ハ

ラスメントの根絶に向けた取り組みとして、

セクシュアル・ハラスメントに起因する精神

障害は労働災害であり、その防止は使用者責

任であることを明確にし、被害防止対策、適

切かつ迅速な被害者支援を求めていきます。

また、職場の環境点検活動の推進、意識改革

を進め、弁護士・カウンセラー・医師などに

よる第三者相談機関の設置など、被害者支援

を基本とした取り組みを進めます。 

また、パワーハラスメントについても同様

に労働安全衛生の立場から取り組みを進めます。 

⑧ 生涯を通した女性に対する健康支援と自

己決定の権利(リプロダクティブヘルス／ラ

イツ)の視点に立ち、女性労働者の健康確保と

妊産婦の保護を進める制度の確立を求めて、

具体的な職場改善につながる運動を進めます。 

⑨ 各自治体における各種労働条件の条例

化・制度化について到達点の調査点検を行い、

各単組・支部女性部が職場改善の取り組みに

主体的に関われるよう、情報提供を行います。 

⑩ 女性ネットワークを継続・発展させ、公

正労働の確立・女性の政治参画を進めます。 

 

(２) 一人ひとりが大切にされる社会制

度の実現に向けた取り組み 

① 2007 年４月施行の改正男女雇用機会均等

法の省令・指針の策定において、省令３項目

以外の間接差別の例示要求、ポジティブアク

ション制度の強化、セクシュアル・ハラスメ

ントが労働災害であるとの認識に基づいた防

止及び被害者救済制度の確立を求め、「男女雇

用平等法」を制定するための取り組みを進め

ます。 

② 「同一価値労働同一賃金」「均等待遇の原

則」及び「公契約条例の制定」の実現を求め、

臨時・非常勤職員や公共サービスに従事する

職員のうち多数を占める女性の労働条件改善、

雇用の継続に向けた取り組みを、公共サービ

ス民間労組協議会、公営競技評議会、臨時・

非常勤等職員協議会と連携を強め、進めてい

きます。 

社会の存立を「競争」原理のみに求めるの

ではなく、女性が、公務労働・公共サービス

の担い手としての労働権を確立できる社会の

実現をめざした取り組みを進めます。 

③ 解雇しやすい「限定正社員」や解雇の金 
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銭解決、ホワイトカラーエグゼンプションな

ど労働法制の改悪に反対し、労働者の切り捨

てを許さない取り組みを進めます。 

④ ライフスタイルにあわせた働き方が保

障されるよう、短時間勤務、時間外勤務の削

減、総労働時間の短縮、性別による差別的取

扱いの禁止等、労働者の権利を守り格差の是

正に取り組みます。 

⑤ 多くの女性が、自治体改革や制度政策要

求を立案する場に積極的に関われるよう、女

性の参画を支援する取り組みを進めます。ま

た、男女平等に対するバックラッシュを許さ

ず全自治体での男女平等参画条例制定に向

けた取り組み、男女共同参画社会基本法を守

り、後退を許さない取り組みを進めます。さ

らに、改定された行動計画の着実な実行を求

めていきます。 

⑥ 年金や介護保険など世帯単位の税制・社

会保障制度を、個人単位やライフスタイルに

中立的な制度の変換を求めていきます。 

⑦ 分権・自治に基づく市民社会の形成及び

公正労働基準の確立に向け、女性が主体的に

関わる取り組みを強めます。 

 

(３) 女性部組織強化と労働組合での

男女平等参画に向けた取り組み 

① 単組・支部における問題の掘り起こしと

活発な交流に向けて、自治体の情報を有効に

活用し、単組・支部代表者会議の充実を図り

ます。 

② 最新の女性情報の提供と、活動や取り組

みの報告を迅速に行い、引き続き女性部ニュ

ースの内容の充実を図ります。 

③ 多様な世代が関心を持てる学習課題や

行動を設定し、また、女性がエンパワーメン

トを付け、持てる力を十分に発揮し、主体的

に活動できる場として、女性役員交流会を開

催します。 

④ 都本部男女平等参画の取り組み方針に

基づき、男女平等推進アクションプランを実

行するため、職場・地域・労働組合の男女平

等を推進していきます。 

⑤ 各単組・支部における女性役員の現況調

査や機関会議・各種集会の参画率の点検を強

化し、基本組織とともに目標値 30％達成に向

けた取り組みを進めます。 

 

(４) 平和で平等な社会を求める取り組み 

① 憲法前文及び第９条を堅持する立場か

ら、憲法改悪に反対していきます。 

② 国連差別撤廃委員会の勧告をもとに女

性差別撤廃の運動を進めます。とりわけ選択

的夫婦別姓、女性のみである待婚期間の廃止

などの民法改正を求めます。 

③ 日本軍「慰安婦」問題について、歴史の

事実を歪曲する一連の動きを阻止し、テロや

戦争で人権を侵害蹂躙されている世界の女

性たちと連帯し、「ナヌムの家」訪問スタデ

ィツアーへの派遣、アジアの女性への支援活

動の取り組みを進めます。 

④ 女性への暴力根絶のため、ドメスティッ

ク・バイオレンス問題に係わる女性たちと連

携し、第二次改正ＤＶ防止法を実効性のある

ものにするために、各自治体における基本計

画等条件整備に向けての取り組みを継続しま

す。 

⑤ あらゆる差別を許さず、基本組織と共に

人権・平和・環境を守る運動に取り組みます。

軍事基地の存在が、女性への暴力を生み出し

ている沖縄の現実を踏まえ、「沖縄の平和行

進」等を積極的に取り組んでいきます。 

さらに、外国籍住民女性や障がいを持つ女性、

性的マイノリティなど、複合化する差別問題

についても取り組みを進めます。 

⑥ 東日本大震災から３年が経過しても場

所によってはいまだ復興には程遠い状況で
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す。特に福島第１原発事故は問題が山積して

いるにも関わらず、政府は原発再稼働を促進

しています。 
東北復興には継続した取り組みが必要であ

り、原発再稼働を許さず、脱原発と再生可能

な自然エネルギーへの転換を求める取り組

みを強化していきます。 

大震災津波により陸に乗り上げた船→ 

 ８月 23 日、24 日に茨城県・茨城県立県民

文化センターにおいて、今年度の女性部の活

動の報告と方針を決定する定期総会が行わ

れ、都本部からは女性部常任委員から５名が

代議員として参加しました。 

松澤女性部長の挨拶では、７月 11 日～13

日に行われた第 19 回自治労青年女性中央大

交流集会の報告、安倍政権が唱える女性の活

躍推進のまやかし、８月７日人事院勧告「給

与制度の総合的見直し」、人事評価制度、臨

時・非常勤の雇用について触れました。 

 その後、杣谷自治労中央本部副委員長と開

催県の茨城県本部黒江委員長からの挨拶、Ｊ

ＡＬの不当解雇撤回裁判原告団の報告があ

り、討議に入りました。 

 総会２日間にわたり、37 県本部、１社保労

組、計 34 名からの発言がありました。主な

内容は、各県本部での女性部の取り組みが中

心で、女性の働く権利、男女平等、非正規雇

用の取り組み、中央大交流集会についての報

告がありました。 

 都本部は、経過報告では臨時・非常勤職員

に対する都本部の取り組みについて、東京都

本部臨時・非常勤協議会副議長でもある成田

常任委員より発言がありました。運動方針で

は三木部長より女性の地位向上・男女平等、

非正規雇用労働者、東日本大震災復興支援と

脱原発、反戦平和について発言しました。特

に、６月に起こった都議会セクハラヤジは結

婚や妊娠、出産に悩む女性に対しての差別だ

けでなく女性の多様な生き方を否定しており、

都本部女性部は基本組織と連名で声明文を

発表した事、青年部と合同で開催した靖国神

社・遊就館フィールドワークについて詳しく

報告をしました。これに対して執行部から、

「非正規雇用の臨時・非常勤の仲間が自分達

の力で組織をつくって頑張っていること、都

本部役員が非正規職場の人たちと一緒に活

動していることに対して敬意を表する。臨

時・非常勤問題は、まだまだ法的課題があり

本部でも力を入れて取り組んで行く。」「都議

会のセクハラヤジは許されることではない、

女性の権利の侵害であり、本部女性部も怒布

を都議会に提出した。」と答弁がありました。 

 活動方針および当面の闘争方針は出席代

議員数 112 名中 101 名という高率で承認され

ました。 

 「『給与制度の総合的見直し』を許さず、

2014 確定闘争をたたかいぬく決議」「女性の

労働権を確立し、真の男女平等を実現する決

議」「平和と民主主義の確立をめざし、職場・

地域からたたかい抜く決議」と３本の決議を

採択し、総会宣言の後、松澤部長の団結ガン

バローで終了しました。 

 女性だけが集まる組織が必要だという発

言が多くありました。都本部も女性部に力を

結集してがんばりましょう。 

                            

自治労女性部第 59 回定期総会報告 
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２年に一度開催される中央大交流集会が、

７月 11 日（金）～13日（日）山中湖において

行われました。台風の影響で、参加できない

県本部、単組もありましたが、全体で 40県本

部 1社保労連 490 単組 1663 名（女性 539 名）、

東京都本部からは、15 単組 66名（女性 22名）

が参加し、全国の仲間との交流を通して、私

たちの生活や職場実態の課題を確認してきま

した。 

１日目は、台風の影響で集会会場が変更さ

れ、青年部長・女性部長の代表参加となりま

したが、そのほかの参加者は宿舎で「職種別

反合理化分散会討議資料」を読み合わせ、そ

れぞれの職場課題を共有しました。 

２日目は、全国の同職種の青年女性組合員 5

～７人で班編成された職種別分散会が行われ

ました。生活実態点検手帳をつけて持ち寄っ

た「参加者アンケート」に沿って、休暇や給

与制度、人事評価制度、勤務状況や超過勤務

について等の情報交換をしたり、参加者の職

場状況を書いた「職場レポート」を確認し、

課題などの共有をしました。朝９時から 15 時

30 分まで、お昼時間も共有していくうちに、

自然と職場課題だけでなく、生活のことや悩

みまで話し合っている参加者もあり、青年層

や女性同士での集会をすることの意義を感じ

ました。 

私の参加した分散会では、時間外勤務につい

ての課題が多く、「20時を過ぎた時のみ手当の 

申請することが取り決めのようになってい

る」、「会議等の特定の業務がないと手当の申

請ができない」、「振替休日を消化するのが精

一杯で有休も夏休も消化できない」などの報

告がありました。 

また、宿舎に帰り 16 時 30 分から、越県交

流として岐阜県本部と「組織強化」について

の意見交換を行い、取り組みに関する情報交

換を行いました。 

 ３日目の最終日は、予定通り野外の「交流

プラザきらら」にて、閉会集会を行いました。

分散会報告の後、「視点を変えて」という題で、

人材育成コンサルタントの辛淑玉（シンスゴ）

さんから記念講演がありました。「競争社会の

現代で、『自己責任』として押し付けられ、勝

者だけが残って行く社会…これで良いのか？

自治体職員の人権を守ることはすべての人の

人権を守ること。半径 300m 以内の人が協力し

合い奪い合わないこと。労働組合は、これを

使命としていかなければいけない。」などの講

演がありました。 

大会宣言の採択、自治労青年部長の「団結

ガンバロー」で集会を終えました。 

各単組の女性部、女性組合員の皆さん、声に

出さない不満は、愚痴で終わってしまいます。

来年は、ぜひ一緒に参加して課題を共有し、

職場の改善に取り組んでいきましょう。 

第19回自治労青年女性中央大交流集会報告 
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